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目的および調査方法
　２００７年６月から８月にかけて、兵庫県内のカ
ワウ・サギ類のコロニーの分布と現状を把握す
ることを目的として、日本野鳥の会兵庫県支部、
県内の野鳥関連団体会員、および有識者へのア
ンケート調査を行った。次に、得られた情報を
元に調査スタッフが現地へ赴き、コロニーの構
成種、規模、環境などを調査した。

調査結果
　調査の結果、２００７年の繁殖に使用されているコロニーとして、６３地点が確認された。
　図１に全コロニーの県内分布、表１に種別にコロニーの確認数を示した。表１に示した「コ
ロニー数」は、同じコロニー内に複数の種が確認された場合はその種ごとに集計した。「単独コ
ロニー」は、左の「コロニー数」のうち、コロニー構成種が当該１種のみであったコロニー数
を示す。

次に、図２に種別のコロニー分布図およびその概況を示す。
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図１ 兵庫県内のカワウ・サギ類コロニー分布図

表１ 種類別コロニー確認数
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図２　兵庫県内のカワウ･サギ類
　　　種別コロニー分布図



①　カワウ
　７コロニーが確認され、そのうち３ヶ所がサギ類との混合コロニーであった。また、県北
部ではコロニーは確認されなかった。

②　アオサギ
　県内の６３コロニーのうち５４ヶ所で確認された。ササゴイを除く他のサギ類のコロニーの
ほとんど全てのコロニーで確認されている。

③　ダイサギ
　県の比較的全域にわたって２６コロニーが確認された。ダイサギのみのコロニーは確認され
なかった。

④　チュウサギ
　県北部、県南部、淡路島にわたって１２コロニーが確認された。チュウサギのみのコロニー
は確認されなかった。

⑤　コサギ
　１３コロニーが確認されたが、県北部では確認されなかった。コサギのみのコロニーは確認
されなかった。

⑥　アマサギ
　１０コロニーが確認されたが、コサギと同様に県北部には確認されなかった。アマサギのみ
のコロニーは確認されなかった。

⑦　ササゴイ
　県南部で３コロニーが確認され、いずれもササゴイのみの単独コロニーであった。市街地
の公園などの孤立した林で、小規模なコロニーを形成していた。

⑧　ゴイサギ
　県北部、県南部、淡路島にわたって２１コロニーが確認された。そのうち、ゴイサギのみの
コロニーは１ヶ所のみであった。

考察および今後の課題
・県内の６３ヶ所のコロニーのうち、アオサギはその８７％で確認されている。アオサギはコロ
ニーの植生、環境ともにまんべんなく出現しており、また５０羽以下の比較的小規模のコロ
ニーが半数以上を占めていた。これらのことから、アオサギはコロニーの選択性に広い適応
力があると考えられる。近年増加傾向にあると言われている要因の一つと思われる。

・コサギとアマサギのコロニーが日本海側で見られなかったことが特徴的であったが、以前は
日本海側でもコロニーがあったとの証言・記録がある。両種とも５０羽以上の比較的大規模の
コロニーで繁殖する比率が高く、コロニーの規模との関連性の有無が疑われる。

・ササゴイの３コロニーは市街地の公園、街路樹と、いずれも人の往来の頻繁な場所の孤立林
であり、他のサギ類とはコロニー環境の選択性が特に異なるようである。

・今回は、繁殖シーズンの途中からの調査であった。本来は、葉の茂っていない繁殖シーズン
当初からの調査が望ましい。２００８年３月に再度補足調査を行う予定である。

・近年増加傾向にあり、一部の自治体で繁殖抑制の試みが行われているカワウのコロニーは、
今回の調査では日本海側には確認されなかった。しかし、カワウの飛来は確認されているの
で、実態の把握には京都府など近隣の自治体との連携も必要である。
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